
金
津
古
蹟
志
巻
六

域

外

堂

形

漣

形

。
堂

前

俗
に
堂
形
或
は
本
堂
形
と
呼
ぶ
。
蹟
坂
下
よ
り
仙
石
町
へ
出
づ
る
聞

の
惣
名
に
て
、
元
秘
六
年
の
士
艇
に
、
古
堂
形
前
或
は
古
堂
形
近
所
・

古
党
形
裏
門
近
所
た
ど
記
載
し
‘
亭
保
九
年
の
士
岐
に
も
、
古
堂
形

前
と
あ
り
て
、
元
秘
・
享
保
の
頃
ま
で
は
古
堂
形
と
呼
ぺ
り
。
い
に

し
へ
此
の
地
に
三
十
三
間
堂
の
形
を
建
て
置
か
れ
た
る
が
故
・
た
り
。

本
堂
形
と
呼
べ
る
は
‘
新
堂
形
に
封
し
た
る
掛
併
に

τ、
改
作
所
醤
記

に
載
せ
た
る
享
保
三
年
正
月
の
寄
附
に
、
古
堂
形
・
新
堂
形
と
見
h
.

金
滞
町
合
所
留
記
賀
永
二
年
五
月
の
書
附
に
、
本
堂
形
前
と
あ
り
。

此
の
後
々
に
は
堂
形
或
は
堂
形
前
と
稀
し
‘
此
の
地
建
の
町
名
と
成

り
た
る
を
‘
維
新
鹿
藩
置
鯨
戸
籍
編
成
の
際
、
堂
形
前
の
稀
践
を
慶

し
、
庚
坂
通
と
改
稿
・
注
し
た
り
。
庚
坂
の
下
溢
怠
る
故
友
り
と
ぞ
。

。
堂
形
前
地
名
之
来
由

金
海
古
蹟
志
晶
智
大

• 
l
 

• 

此
の
地
は
‘
今
の
m
脈
融
鵬
の
地
維
に
三
十
三
間
堂
の
形
を
携
し
、
的
場

あ
り
し
故
民
共
の
的
場
を
稀
し
て
堂
形
と
い
ひ
‘
そ
の
前
通
た
る
地

放
に
堂
形
前
ど
古
来
呼
ぺ
り
。
然
る
を
俗
に
此
の
縫
を
堂
形
と
の
み

呼
べ
る
は
制
限
な
り
と
い
へ
り
。
有
滞
武
貞
の
金
樺
細
見
回
鱒
に
も
、

堂
形
は
京
都
の
三
十
三
間
堂
の
間
尺
を
摸
さ
れ
、
射
手
の
士
に
還
り

矢
を
稽
古
仰
付
ら
れ
た
り
。
後
年
此
の
跡
に
米
臓
を
作
る
と
い
へ
ど

も
、
地
名
と
成
り
て
今
に
堂
形
と
一
式
ひ
、
後
又
別
に
米
磁
出
来
し
、

是
を
ぽ
新
堂
形
と
云
ひ
、
初
め
の
地
を
ぽ
古
堂
形
と
云
ふ
。
質
に
意
に

不
v
叶
地
名
な
り
と
い
へ
り
。
平
失
按
4
3
る
に
小
松
町
曾
所
留
記
に
載

せ
た
る
高
治
一
元
年
十
月
十
日
町
年
寄
共
の
書
簡
に
、
内
々
申
談
候
裳

形
御
議
破
損
之
儀
、
御
詰
競
之
分
は
大
形
出
来
一
宮
々
と
あ
る
堂
形
御

蹴
と
い
へ
る
は
、
小
松
沼
町
に
あ
り
し
米
臓
な
り
。
此
の
時
代
頃
よ

り
米
識
を
ぽ
堂
形
裁
と
呼
ぴ
た
り
し
と
聞
ゆ
。
是
金
津
堂
形
米
倉
よ

り
移
り
た
る
稽
続
に

τ、
有
滞
氏
の
貨
に
意
に
不
v
叶
地
名
怠
り
と
い

へ
る
も
の
.
金
滞
た
る
堂
形
の
稀
銃
の
み
危
ら
4
1
.

小
松
町
へ
ま
で

移
り
た
り
と
い
ふ
ベ
し
。

。
堂
形
的
場

三
州
志
来
因
概
覧
附
録
に
一
宮
ふ
。
堂
形
は
共
の
初
め
京
都
の
三
十
三




